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射水市教育委員会１０月定例会会議録 

 

Ⅰ　開会日時　令和６年１０月２５日（金）　　開会　午後　２時３５分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午後　３時２５分 

 

Ⅱ　会議場所　市役所３階　会議室３０３ 

 

Ⅲ　出席委員 

　　金谷教育長、眞岸委員、宮原委員、野上委員、村上委員 

　　　 

Ⅳ　会議事件説明員 

久々江事務局長、星野事務局次長（兼生涯学習・スポーツ課長）、六渡事務局次長、　　　

佐藤学校教育課長、廉教育センター所長、酒井学校教育課副主幹、髙井学校教育課長

補佐、鳥本生涯学習・スポーツ課長補佐 

 

Ⅴ　傍聴人数　なし 

 

Ⅵ　会議の要旨 

　　午後２時３５分、教育長が開会を宣した。 

 

１　会議録の承認 

　　　承認された。 

 

　２　議案 

　（１）射水市立新湊放生津小学校の位置の期日を定める規則の制定について 

　　　　学校教育課長が、資料１に基づき説明し可決された。 
（２）射水市立小学校及び中学校通学区域設定規則の一部改正について 
　　　学校教育課長が、資料２に基づき説明し可決された。 
（３）射水市学校給食センター管理運営規則の一部改正について 
　　　学校教育課長が、資料３に基づき説明し可決された。 
（４）射水市教育委員会処務規程の一部改正について 
　　　学校教育課長が、資料４に基づき説明し可決された。 
 
３　各課等の連絡事項及び報告事項 
（１）Co‐Innovation University（仮称）と連携した「教育分野」における Well‐being 

の研究について 
　　　学校教育課長が、資料５に基づき説明した。 

　（２）令和６年度学校における文化芸術鑑賞・体験推進事業について 
　　　　学校教育課長が、資料６に基づき説明した。 
　（３）令和６年度全国学力・学習状況調査における射水市の結果について 
　　　　教育センター所長が、資料７に基づき説明した。 
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　（４）教育委員会行事予定 

　　　　学校教育課長補佐が、資料８に基づき説明した。 
 
４　その他 
（１）次回教育委員会の開催日時について 
　　　１１月２５日（月）午後３時００分から　市役所会議室４０１ 
 
５　議　事　 

（１）資料５：Co‐Innovation University（仮称）と連携した「教育分野」における 

Well‐being の研究について 

　〔委　員〕　個人は特定されるのか。 

　 〔事務局〕　あくまでクラス全体、グループ単位での集中度をはかるものであり、授業

の進め方、授業改善の参考にしようとするものである。教員は経験に基づき、

子ども達の授業における集中度合を確かめていたところがある。若い教員が

多くなっており、可視化できることは良いことであると思う。 

　 〔委　員〕　この取組は、保護者に案内しているのか。 

　 〔事務局〕　保護者会等の場にて説明し、承諾を得ている。 

　 〔委　員〕　結果をどのように活用していくのかが大切である。 

　 

（２）資料７：令和６年度全国学力・学習状況調査における射水市の結果について 

〔委　員〕　小学校のオープンスクールに参加した。低学年体育の授業の様子を見てい 

たところ、児童がタブレットを使って鉄棒の技を調べながらイメージを膨ら 

ませた上で、一生懸命に挑戦していた。大変効果的なタブレットの使い方で 

あると感心した。タブレットの有効な活用方法について、教員の中で情報共 

有をしていただければと思う。 

　 〔事務局〕　ＩＣＴ活用の実践事例のデータを蓄積しており、引き続き、教員に広める 

取組をしてまいりたい。 

　　　　　　　　 

　午後３時２５分、議事等が終了したので教育長が閉会を宣した。


